
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団   №4７号 

市議団ニュース 
 

連 絡 先     ２０１２年 ７月８日号 

木村奉憲 22－8567、杉野 修 58－9010 

石田利春 52－7260、渡辺昌代 21－9058  

 固定資産税は、「課税標準額」が基準になりま

す。また、実際の評価額と課税標準額に「差」が

あります。この差を埋めて行こうとするのが負担

調整措置です。（そもそも国が評価額を地価公示

価格の７割にするとしたことで増税が固定化し

ています。）負担水準が「90％未満」の住宅用地

は、課税標準額が増額となります。その影響は久

喜市の場合、１５６万㎡で全体の１１％にも及び

ます。市独自に適切な措置を講じて負担増になら

ないようにすべきでした。同様に都市計画税も増

税になってしまいます。 

（負担水準は課税標準額の評価額に対する率をいう） 

意
見
書
４
号 

都
市
再
生
機
構
貸
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し
て
継

続
し
居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書 

賛
成
討
論 

都
市
再
生
機
構
の
賃
貸
住
宅
は
居
住
者
の
み

な
ら
ず
、
障
が
い
を
持
つ
人
や
所
得
の
少
な
い

世
帯
に
も
今
後
と
も
必
要
な
公
共
住
宅
で
あ

り
、
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
や
政
府
の
責

任
で
「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅
」
を

求
め
、
賛
成
討
論
と
す
る
。 

（
本
意
見
書
は
２
月
議
会
で
同
趣
旨
の
請
願
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
賛
成
者
の
共
同

で
提
出
し
た
も
の
で
す
。） 

議
会
の
災
害
対
策 

委
員
会
を
設
置 

 

議
会
の
災
害
対
策
要
綱
が
代

表
者
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
地
震
等
の
災
害
が
発
生
し

た
と
き
久
喜
市
の
災
害
対
策
本

部
の
も
と
、
議
会
内
に
久
喜
市

災
害
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、

連
携
し
て
情
報
の
整
理
、
提
供
、

調
査
、
地
域
の
諸
活
動
相
談
、

助
言
等
行
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し
て
継
続
し
、
居
住
の 

安
定
を
求
め
る
意
見
書
賛
成
多
数
で
本
採
択
な
る 

議案第 45・46 号専決処分（固定資産税、都市計画税） 

負担調整で増税は認められない 
党議員団、反対討論 

『住まいは人権』 

 福祉健康常任委員会で学童クラブの現
地視察に行ってきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年６月１８日常任委員会終了後、学童

保育の現状と現地視察の所管事務調査をおこな

いました。 

今年度、改築、建設が予定となっている鷲宮児

童館学童クラブ、小林・栢間学童クラブと、鷲宮

東コミニティーセンター学童クラブ（改築予定な

し）を視察してきました。 

かなり手狭であったり、外で遊ぶ場所がなかった

り、耐震が心配であったりするものでした。子ど

もたちの第２の家庭である学童は、子どもたちの

安心安全が重要であり、人間関係の形成、心の成

長の場でもあります。より良い環境づくりが必要

だと感じました。     渡辺昌代 記 

議
案
第

号 
 
 

木
村
奉
憲 

埼
玉
県
東
部
消
防
組
合
の
設
立

に
つ
い
て 

 

反
対
討
論 

国
の
消
防
広
域
化
計
画
を
受
け
、

県
が
５
年
以
内
に
強
引
に
計
画
策
定

と
広
域
化
を
す
す
め
て
き
た
も
の
で

す
。
関
係
自
治
体
や
消
防
現
場
、
市

民
か
ら
消
防
力
の
低
下
を
危
惧
す
る

声
が
で
て
い
る
。
消
防
組
合
議
会
の

論
議
で
は
、
人
員
や
救
急
車
、
消
防

自
動
車
な
ど
の
装
備
全
体
に
つ
い

て
、
当
初
は
「
絶
対
減
ら
さ
な
い
」

と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
予
算
議

会
で
は
「
３
年
後
に
は
見
直
し
を
検

討
す
る
」
と
答
弁
す
る
な
ど
消
防
行

政
の
後
退
の
恐
れ
が
明
ら
か
で
す
。 

 鷲宮児童館の様子 

６月議会 
総集編 

（共同提案は「共産党久喜市議団」「政策会議」の各会派と 

無所属の田村議員で提出していました。） 

 

 議員の防災ヘルメット 

（自己負担で購入） 

市内わし宮団地の風景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月議会最終日の２８日、「小児医療センター現地存続を求める意見書」

について３人の議員から質疑があり、議論が交わされました。その後採決

され、意見書は少数で不採択となりました。賛成者は共産党のほか、園部

議員、猪股議員、の合計６名。 （答弁者はすべて石田議員です） 

 

 

問 

存
続
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。 

 
 
 
 

 

答 

耐
震
化
が
課
題
。「
移
転
先
に
あ
り

き
」
で
な
く
専
門
家
に
よ
る
検
討
が
必
要 

問 

施
設
整
備
基
本
計
画
の
大
き
な
問

題
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。 

 
 
 
 

答
・
現
在
地
に
空
白
が
生
ま
れ
る
。 

・
環
境
の
良
さ
が
失
わ
れ
る
。 

・
当
初
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
商
業
施

設
へ
の
移
転
で
政
策
転
換
に
な
る 

・
急
変
す
る
重
篤
な
患
者
を
連
れ
て
い

け
る
か
不
安
の
声
が
患
者
か
ら 

・
土
地
代
だ
け
で
も
１
２
３
億
円
か
か

る
。
た
い
へ
ん
な
経
費
が
か
か
る 

・
日
本
赤
十
字
と
埼
玉
県
と
い
う
事
業

主
体
が
異
な
る
の
で
医
療
の
協
力

体
制
は
未
知
数
と
言
わ
れ
る
。 

問 

移
転
で
便
利
に
な
る
人
も
い
る
。
久

喜
市
の
み
で
な
く
埼
玉
県
全
体
の
こ
と

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
。 

答 

現
在
地
か
ら
新
都
心
へ
移
転
を
と

い
う
声
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
現
在
地

で
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
県
全
体
に

応
え
ら
れ
る
。 

「小児医療センター現地存続を求める意見書」 

患者家族の声に背を向け不採択に 
 

『
議
会
の
公
開
』 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

中
継
を
始
め
ま
す 

  

代
表
者
会
議
で
検
討
し
て
き

て
い
た
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ

ブ
、
録
画
（

時
間
対
応
）
市

役
所
ロ
ビ
ー
で
も
配
信
し
ま
す
。

予
定
で
は
カ
メ
ラ
３
台
マ
イ
ク

３
本
、
執
行
部
席
に

本
の
マ

イ
ク
な
ど
自
席
で
の
答
弁
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

月
で
試
験

実
施
の
う
え
、
来
年
２
月
議
会
で

本
格
的
な
開
始
と
な
り
ま
す
。 

 

意見書（議員提出議案への）賛成討論 

現在のセンターは、周囲の環境が良好で面積が

十分に確保できることから建設され、移転をすれ

ば周辺の小児医療体制に空白が生まれる。 

いくつもの診療科を受診し何度も救急で受診す

る患者の命を守るためにも現地存続が望まれる。

存続願う署名は 10万人以上に広がり、医療関係者

からも現地存続の声が出ている。 

 

 
No.46 号 訂正前 

「日本共産党は視察支出の詳細な報告を求め内容を確認

しました。その結果「懇親会」での費用３１５０円も公費

から支出されていることが明らかとなり、懇親会に参加し

なかった日本共産党としては、この懇親会費用を昼食代に

充てることとし、返還はしないことにしました。」 

 

訂正後 

日本共産党は視察支出の詳細な報告を求め内容を確認し

ました。その結果「懇親会」の費用は宿泊費に含まれ、金

額３１５０円は、議員に支給される日当から支出されてい

ることが明らかとなりました。懇親会に参加しなかった日

本共産党としては、この懇親会費用を昼食代に充てること

とし、返還はしないことにしました。 

 

市議団ニュース no.46 号  利根川栗橋流域水防組合 

「視察時の昼食代 3150 円返還を請求」の記載に一部誤りがありました。お詫びし訂正いたします。 

 

大飯原発の再稼働は許せない 

 大飯原発（関西電力・福井県おおい町）の３，４号機 

の再稼働を決定（６月１６日）した野田政権に対し、 

地元住民だけでなく、多くの国民から怒りと反対の声が 

あがっています。これにより現在停止中の４８基の原発 

の再稼働に道を開くもので大きな問題です。 

 この再稼働では「事故があっても防止できる。危険性 

はない」と具体的な安全根拠や対策も示してはいません。 

また、免震棟や避難経路の確保などや津波対策を見ても 

想定では過酷事故を甘く想定したうえ、防潮堤のかさ上 

げ工事が完成するのは来年度中です。最近は電源事故も 

多発しています。 

福島第一原発事故も津波だけでなく、地震による構造 

上の欠陥も明らかになっている中、国民や住民や周辺自 

治体の再稼働をすぐにでも止めるべきとの声や運動は 

当然です。 

 

 

問 

周
産
期
医
療
充
実
・
強
化
さ
ら
に

小
児
高
度
救
命
救
急
の
充
実
の
課
題
解

決
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
よ
り
良

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
か
。 

答 

医
師
の
体
制
が
う
す
い
東
部
と
県

中
央
地
域
の
た
め
に
、
県
立
小
児
セ
ン
タ

ー
は
現
在
地
で
耐
震
化
を
行
い
充
実
さ

せ
る
。
ま
た
新
都
心
で
は
、
さ
い
た
ま
赤

十
字
病
院
に
対
し
て
、
県
も
支
援
し
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
よ
り
良
い
充
実

に
な
る
も
の
と
考
え
る
。 

 

 

大
飯
原
子
力
発
電
所 


